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184.魚街漸増藤斜i畿運動時の筋代議と呼筑 ffス
変滋の変化との関鋲

Ofln本丸暗(筑波大学体育科学系〉、 i窃緩3名指
〈筑波大学際学研究科)、久野総也(東京大学教
義学部)、阿武袋、桜井慾二(筑波大学臨床
i京学系)、勝!:H 液〈経波大学体管科学系)

{目的}これまで31p1¥獄S法を用いた研究は運動時の

務ぶネルギー代謝に関する多くの情報を与えてきた.し
かしながら，これらの磁究において~勤時の呼気ガス変
?誌の変化と務代議の変化との対応関係については検討さ
れてきていない.そこで本訴究においては， 31p M設S法
をHJ1v"l.て遂動中の筋エネルギー代謝と呼気ガス変鑓;の変

化を同時に観察することによヴて，活動筋で生じる生化
学的事象の変化とil芋気ガス愛護:の変化との対応関絡を紛
らかにすることを日的とした.

[)j法;被検者、は健常な弟子大学生10名(平均年齢

24.7土2.2裁， 身長168.4土5‘3cm，イ本窓60.6土5.9kg)で

あった.絞殺者;立総fl1移MR装援 (Signa.G五社製.1.51')
i勾において， {JjJj;!;人{立で負荷漸増訟による践の伸展運動を
i分j詩jに40訟の鋲j交で行った. ~会話をは最初4 kgから開始

し2 その後被検者が疲労j羽懲iこ送るまで4分毎に2kgず
つ瀬1脅した.I浮気ガスは各5金持ステージの2---4分自の2
分1m ，こダグラスバッグをÆいてま菜気し，繁華E分析~if ( 
Perl正in占Imer;社製MGA-l100)をmいて震を潔譲渡および
二織化炭素濃度の分析を行ヮた.また，換気設(令E)
の m~)È~ま乾支えガスメ、…ターをj若いて行い1 ¥102および

ゃCOzを3宇治した.31PM設Sスベクトルは各負荷ステージ

の最後の30秒間に待られた.得られたスペクトルからs

線総内p況を算出し水議年オン濃度 (lfI+])に変換した.
また，クレアリン 1)ン援金 (PCr)と無機リン酸(話〉の

ピークのifij殺からPUPCrを算出した. また，宇O2'こ対す

る宇COz， PiPCrおよび[HrJの変化激怒から各教検者却に，

換金じ没E越智i(VT) ，民IPCrおよび{H勺の増加関儀 (T1'V

rx.~および111十)を算出した.
{結来および考察1J，接仲援遂援]11:1， VEおよびVCOz

は達成、された酸素摂取驚のピ}ク強 (peakY02) のおよ

そ60%から急激に増加する額向にあった.Pill吃rおよび

[H4-}においてもまたVEおよびをCO2と河様な傾向が免ら

れた.VT， TPi fPCrおよびTH+時の除務初体案~たりの
VOztま， それぞ私れlO.8::t:L6，11.1土1.8，11.2土2.7ml!

kgJminを示しておち， f選犠践に帯意設は認められなかっ

た.このことは，筋で生じる生化学的事象の変化と全身
レベルでの呼気ガス後愛の変化会忠一致して生じる可能性
のあることを示唆している.また1 1'狗!p(コよ母{まい遂!liI;

強度においてはJ Pi/P(ごrの増加議 (L1抗運吃r)とV02の増

lJu:絞 (41¥102) との間に有意な4封勝関係が絞められたカt
Tpji1"{;rより i高い遜動強度においては潟替の鮒に;宥3まな縄
係は認められず，ぷ1I毛lPCrとH+の増加議との指iに右意な

秘i湾関係がみられた.これは，運動i態度カマPi伊むより低

いときには，腕やADP濃度は苓綾紫的代謝に大きく欝与

するが?す湾総rより iおい強度においては，紫雲愛護IY~代議;

に大きく j湾与する可能性のあることを示綾している.
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